
 

 
 

  
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―開催のごあいさつ―

「消費生活展」は昭和 47年に始まり、平成・令和へと半世紀以上
に及ぶ開催となります。長年「広がれ・知恵の輪」をテーマに、私
たち消費者一人ひとりが、平和で、これ以上環境を壊さない、健康
で安全・安心なくらしをこどもたちへという思いでつづけてきまし
た。今年のテーマは

ＳＤＧｓのくらし ～いま私たちにできること～

２０１５年、国連総会でＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
２０３０アジェンダが採択され、世界中が取組まねばならない必要
不可欠の課題になりました。
ＳＳＤＤＧＧｓｓはは地地球球をを破破壊壊かからら守守るる、、待待っったたななししのの地地球球危危機機対対策策「「誰誰
一一人人取取りり残残ささなないい」」とといいうう理理念念ののももとと、、経経済済、、社社会会、、環環境境をを軸軸ととしし
たた１１７７のの大大ききなな目目標標とと、、そそれれにに紐紐づづいいたた１１６６９９ののタターーゲゲッットトとといいうう
具具体体化化ししたた目目標標でで構構成成さされれてていいまますす。。
この夏３８℃が続く暑さ、雨がふれば線状降水帯の発生地域の土
砂崩れ、頻繁な地震が、世界中で発生しています。コロナ禍、昨年
２月のロシアのウクライナ 侵攻によって食料とエネルギーの自
給が喫緊の課題となっています。しかも、グローバル化社会の中で
ＴＴＰ等の自由貿易化を進めたことから、国内では農業、漁業、林
業など生産地の高齢化や過疎化が止まりません。特に食料自給率は、
カロリーベースで３８％という輸入に頼らざるを得ないというくら
しで、このままでは子どもたちの未来も不安な状況です。
私たちの住んでいるこのまちで一人ひとりが

ＦＦ＝＝食食料料のの自自給給圏圏のの形形成成
ＥＥ＝＝再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの地地産産地地消消
ＣＣ＝＝ケケアア（（福福祉祉＝＝地地域域包包括括ケケアア））おお互互いいににケケアアししああうう

ココミミュュニニテティィづづくくりり

をこころがけ、人や地域の資源をつなぎ、共生の輪を広げ、持続可
能なくらしをすれば、世界につながり、子どもたちの未来へ引き継
ぐことができます。

令和５年１１月 和光市消費者団体連絡会代表
消費生活研究会 竹村 幸子
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持続可能な社会を子どもたちへ 2023
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くらしの会は、昭和 42年に和光市で最初に発足し

た消費者団体です。

市民の消費者としての権利を守り、消費生活の改善

向上を図ることを目的に、リサイクル運動の先駆け

として昭和 47年から 40年間続いた【不用品交換

会】を始め、環境に優しい石けん等の販売、郷土料

理・行事の継承、環境に配慮した事業を行う企業の

視察研修、消費者トラブル注意喚起事業への協力、

和光市コミュニティ協議会の構成団体としての活

動等を行っています。

新日本婦人の会（略称：新婦人）は、女性たちの願いや困ったこと、悩みをみんなの問題

として話し合い、解決や実現をめざし、活動しています。

ハイキングやパソコン教室、絵手紙などの楽しいサークル活動も盛んです。

2013年 清掃工場を見学

↑2022年 年末街頭啓発

生活クラブ生協和光支部

新日本婦人の会和光支部

1965年、主婦たちが始めた牛乳の共同購入が生活クラブの始まりです。一緒に購入する仲間を

増やして、より安い牛乳を手に入れたいという主婦たちの生活自衛の手段でした。共同購入する

うちに牛乳の成分のことを学び、「安全な牛乳が飲みたい！」という活動に発展。現在では、72℃

15秒殺菌の安全性の高いおいしい牛乳を、自前の工場で作っています。

和光支部は組合員が 400名以上。支部委員会は、生産者と共に作ってきた品物の勉強会や社会

の矛盾などを知る企画を考え、開催しています。良い品物を自分だけが手に入れて満足するので

なく、社会がよりよく変化するように活動します。

11人人ででははででききなないいここととをを、、みみんんななでで力力をを合合わわせせ、、

他他人人任任せせににししなないいでで 自自分分たたちちでで解解決決ししまますす！！

和光市くらしの会

2022年

消費生活展→



  
  

平成７年、和光市在住在勤の消費者問題に取り組む者が集まり、地域で持続可能な環境

社会づくりのリーダーになれればと発足。毎年、消費生活展では共同展示を担当してい

ます。

退職した現在は地域のサロンで地域のお互いさまづくりとして、“いつまでもこのまち

で暮したい”“人生を自分らしく終えたい”との志を持って、活動しています。SNSや

スマホをツールに、エンディングノート、遺言書の書き方、認知症ケアシステム、ACP

などの情報をキャッチしながら楽しく語り合っています。

医療生協さいたまの正式名称は、「医療生協さいたま生活協同

組合」といいます。安心して医療・介護を受けたいと願う組合員

と医師・看護師・事務職員によって運営されています。地域の人

たちとともに「いのち・健康・平和」を守るため、毎月のウォーキ

ング、フレイル予防、まちかど健康チェックなど、みんながイキイ

キ過ごせるまちづくりを目指しています。

☎☎００４４８８－－４４２２４４－－９９１１１１６６（（直直通通）） ままたたはは 消消費費者者ホホッットトラライインン１１８８８８
イヤヤ

平日９：３０～１２：００ １３：００～１６：００
和光市役所６階市民活動推進課内

消費生活研究会

消費生活センターからのご案内

©和光市

医療生協さいたま和光支部

学校給食がオーガニックになったらいいなと思う仲間が集ま

りました。未来ある子どもたちへ何が残せるのか？環境に負

荷をかけないやさしい暮らし方を考え発信していきます。

一緒に活動しませんか？お子さんが幼児からお孫さんまでい

る幅広い年齢の仲間がいます。

春には、わこらぼまつりにコネコネせっけんでデビューしま

した。農家さんや美味しいお店の訪問をしています。

和光オーガニックの会

日常生活の中での、商品やサービスの契約トラブルや多重債務等、様々なご相談を

受け付けています。「おかしいな」「困ったな」と思ったら、まずはご連絡ください！

【【食食べべるるここととはは生生ききるるこことと】】

☆☆生生ききたた食食事事ででいいののちちををいいたただだくく☆☆



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                
 
 
                                                                              
 
 
 

構 成 団 体 名 問 合 せ 先

和光市くらしの会 ０４８－４２４－９１２９ 和光市市民活動推進課

生活クラブ生協和光支部 ０４８－４２３－７９９１ 生活クラブ生協コールセンター

新日本婦人の会和光支部 ０４８－２０１－０５６３ 鳥飼

消費生活研究会 ０９０－４０７０－８５８２ 竹村

医療生協さいたま和光支部 ０４８－４６５－５５０５ 上原

和光オーガニックの会 ０９０－６０２３－１８１２ 金森

市市内内のの消消費費者者団団体体がが、、消消費費者者のの権権利利をを守守るるたためめ、、毎毎日日のの生生活活のの中中でで消消費費

者者意意識識をを持持ちち、、よよりり安安心心・・安安全全なな暮暮ららししをを求求めめてて活活動動ししてていいまますす。。

月月１１度度のの連連絡絡会会はは、、各各団団体体のの情情報報交交換換やや身身近近なな話話題題をを気気軽軽にに話話しし合合うう場場

でですす。。令令和和５５年年現現在在のの参参加加団団体体はは６６団団体体でですす。。

参参加加ををおお考考ええのの方方、、ぜぜひひおお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい！！

消費者団体連絡会

　クイズラリーに参加すると、 先着５００名様に

　オーガニックコットンタオルハンカチをプレゼント♪


